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高度成長期以降に計画開発された郊外住宅市街地は、経年に伴いオールドタウン化が

進行しており、高齢化等により自律的に移動することに困難を伴う住民が増えている。 
本研究は、このような郊外住宅市街地の実情を背景として、都市の再編・集約化に資す

る郊外住宅市街地の再生に不可欠な交通サービスの確保を目的とし、より社会実装時に
近しい条件でデータ等の収集を行うために電動小型カートを活用した実証実験を３か年
に渡って実施した 
本論文では、新たなモビリティの導入は地域特性によって有用性に大小があるものの

郊外住宅市街地においては一定程度効果的であることを前提としたうえで、社会実装時
の地域の持続可能性やウェルビーイング向上といった付加価値等がどのように発現する
かを明らかにする。そのため、「移動のしやすさ」や「コミュニケーションの発生」等の
観点に着目し、地域住民の行動や意識の長期実験による経年変化を、年齢や運転免許保有
状況等の属性も考慮しつつ分析した。 
 


